
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読

は
じ
め
に

茨
文
訓
読
、
特
に
仏
書
の
訓
読
の
歴
史
に
お
け
る
訓
読
の
変
遷
に
関
す
る
問

題
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
取
り
上
げ
る
あ
る
資
料
の
訓
読
が
如
何
な
る
事

橘
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
の
問
題
を
除
外
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
資
料
の
加
点
に
む
い
て
、

そ
の
訓
読
が
全
く
の
移
点
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
全
く
の
創
始
で
あ
る
の
か

で
は
言
語
的
事
情
が
随
分
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
湧
文
訓
読
と
い
う

言
語
的
定
型
が
形
作
ら
れ
て
以
降
、
た
と
え
創
始
の
訓
点
で
あ
っ
て
も
、
漢
文

訓
読
と
い
う
定
型
的
基
本
構
造
か
ら
極
端
に
逸
脱
し
た
訓
読
と
言
う
も
の
は
想

定
さ
れ
に
く
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
全
く
の
移
点
に
よ
る
前
代
の
訓
読
の
継
承

で
あ
る
の
か
、
漢
文
訓
読
と
い
う
定
型
に
束
縛
さ
れ
な
が
ら
も
創
始
の
訓
点
で

あ
る
の
か
で
は
、
事
情
が
異
な
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
全
く
の
創
始
と
い
う

極
端
な
場
合
を
想
定
し
な
く
と
も
、
前
代
の
訓
読
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
訓
読

に
改
変
が
行
わ
れ
て
い
た
事
例
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
湊
文
訓
読
語
の
袖
屈

性
と
言
わ
れ
る
も
の
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
継
承
と
改
変
と
を
含

め
た
訓
読
語
の
生
成
の
具
体
的
実
状
を
解
明
せ
ね
ぼ
き
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
時
代
に
よ
っ
て
実
状
が
異
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
如
何
な

松
　
本
　
光
　
隆

る
部
分
が
拙
承
さ
れ
、
如
何
な
る
部
分
が
如
何
な
る
人
々
に
よ
っ
て
如
何
に
改

変
さ
れ
た
の
か
と
い
う
間
題
が
解
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
に
は
、
仏
書
の
場
合
、
同
一
の
宗
派
内
に
お
い
て

継
続
的
に
訓
読
さ
れ
た
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
現
存
の
資
料
に
お
い
て
、
同
二
が
派
内
に
年
代
を
隔
て
て
配
列

さ
れ
る
柚
数
の
訓
点
資
料
が
存
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
金

剛
項
蓮
華
部
心
念
謝
儀
軌
（
以
下
、
金
剛
界
儀
軌
と
略
称
す
る
）
　
は
、
恵
ま
れ

た
資
料
に
屈
す
る
。

以
下
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
昼
吉
宗
小
野
流
に
関
し
て
、
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読

を
取
り
上
げ
て
、
訓
読
の
糾
承
と
改
変
の
問
題
を
桧
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
平
安
時
代
宗
派
間
に
お
け
る
全
剛
界
儀
軌
訓
読
の
系
統

平
安
鎌
倉
時
代
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
点
資
料
は
、
密
教
間
係
の
天
ム
‖
宗
・
真

言
宗
を
中
心
に
三
〇
点
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
現
存
加
古
…
資
料
の
宗
派
間
で

へ

1

）

の
分
布
状
況
は
、
別
に
ま
と
め
た
が
、
加
点
質
料
は
平
安
時
代
光
平
元
年
よ
り

知
ら
れ
、
天
ム
‖
宗
両
派
、
昼
言
宗
両
流
は
も
と
よ
り
、
南
都
法
相
宗
に
関
す
る

加
点
資
料
の
存
在
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
中
か
ら
、
宗
派
別
に
訓
読

の
比
校
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
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比
較
例
1

〔
天
ム
‖
宗
系
資
料
〕

天
ム
‖
宗
寺
門
派
間
係
（
西
墓
点
）

し

て

　

　

　

　

　

ノ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

○
踪
命
　
　
礼
　
　
普
机
H
、
金
剛
、
蓮
花
手
。

「
し
て
」
　
　
「
た
て
ま
つ
れ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
を
」

一
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
長
保
六
年
点
、

し

て

　

た

て

ま

つ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

○
掃
命
　
礼
　
　
　
普
賢
、
金
剛
、
蓮
花
子
、

し

て

　

た

て

ま

つ

る

○
扁
命
　
礼
　
　
　
並
‖
賢
、
金
剛
、
蓮
花
手
。

天
ム
‖
宗
山
門
派
関
係

「
」
は
永
延
元
年
点
）

（
高
山
寺
蔵
永
承
六
年
点
）

（
石
山
寺
蔵
奉
水
三
年
点
）

（
宝
瞳
院
点
）

し
て
　
た
て
ま
つ
る

○
綜
命
　
礼

し
て
　
た
て
ま
つ
る

○
露
命
　
礼

し
て
　
た
て
ま
つ
る

○
蹄
命
　
礼

L

r

　

　

マ

ノ

レ

を

普
酎
良
、
金
剛
蓮
花
手

を

普
賢
、
金
剛
蓮
花
手
。

（
東
寺
観
知
日
院
蔵
天
蚕
二
年
古
州
）

（
束
寺
観
知
日
院
蔵
平
安
後
期
点
）

く
．

普
賢
金
剛
蓮
花
手
。
（
高
山
寺
蔵
養
和
元
年
宝
瞳
院
点
）

と
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
左
し

○
掃
命
　
礼
　
普
賢
　
金
剛
　
蓮
花
手
。
（
東
寺
親
和
‖
院
蔵
天
葺
五
年
点
）

つ
る

（
仁
郡
披
迦
点
）

て
　
　
　
た
て
ま
つ
る

○
掃
命
　
礼
　
　
普
賢
金
剛
蓮
花
手
。
（
石
山
寺
蔵
院
政
期
古
一
）

〔
真
言
宗
系
資
料
〕

卑
言
宗
小
野
流
関
係

し
て
と
と
と
ん
L

O
掃
命
礼
普
賢
金
剛
蓮
花
手
（
束
寺
観
知
日
院
蔵
奉
水
二
年
．

点
）

ル
と
と
と
ら
ド
l

O
掃
l
命
礼
普
賢
金
剛
蓮
花
手
（
高
山
寺
蔵
保
安
元
年
点
）

し
ヶ
テ
二
∵
／
三
ト
ト
こ

○
掃
命
礼
北
＝
賢
金
剛
蓮
花
手
（
庸
招
提
寺
蔵
曝
些
元
年
l

・
j
州
）

（
喜
多
院
点
）

し
て
し
タ
テ
て
ツ
ル
と
と
と
を

○
露
命
礼
普
賢
金
剛
蓮
華
手
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
保
安
三
年
点
）

真
言
宗
†
同
野
山
中
院
流
関
係
一
中
院
僧
正
点
）

し
′
し
′
し
と
と
と
本

○
掃
命
r
礼
並
‖
賢
金
剛
蓮
花
子
（
束
寺
親
和
‖
院
蔵
院
政
期
吏

真
言
宗
広
沢
流
関
係
（
円
堂
古
一
）

し
て
れ
と
と
と
を

○
露
命
礼
普
賢
金
剛
蓮
花
手
（
石
山
寺
蔵
奉
水
三
年
古
一
）

し
て
し
タ
テ
T
ノ
ル
と
と
と

○
踵
命
礼
普
賢
金
剛
蓮
花
手

（
高
山
寺
蔵
菱
和
元
年
円
堂
点
）

て
′
l
と
し
し
鼻
し

○
録
命
礼
並
日
田
H
金
剛
蓮
花
子
。
（
石
山
寺
蔵
院
政
期
門
生
点
）

右
の
比
較
例
1
は
、
金
剛
昇
儀
軌
の
＝
目
頭
部
分
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
本
文
「
普
賢
金
剛
蓮
花
手
」
の
訓
読
に
関
し
て
、
天
ム
‖
宗
系
資
料
で

は
束
寺
勧
如
‖
院
蔵
天
百
五
年
点
を
除
い
て
、
読
添
譜
が
存
し
な
い
が
、
昼
三
が

系
資
料
に
お
い
て
は
、
格
助
詞
「
と
」
の
読
添
語
が
存
し
て
お
り
、
天
ム
‖
宗
と

卑
言
宗
と
の
訓
読
に
お
い
て
訓
読
法
上
の
対
立
が
認
め
ら
れ
る
。
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（
東
大
寺
点
）

し

て

た

て

ま

つ

る

　

　

と

○
掃
命
　
礼
　
　
　
普
賢

と

　

　

　

　

と

え

l

・

金
剛
　
蓮
花
手
。
（
石
山
寺
蔵
賞
仁
四
年
古
画
）



比
較
例
2

天
台
宗
寺
門
派
関
係
（
西
素
点
）

カ

ム

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ヲ

○
説
　
　
修
－
喩
伽
　
法
。

比
較
例
3

真
言
宗
小
野
流
関
係

「
か
む
」

「
の
」
「
を
」

（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
長
保
六
年
真
「
　
」
は
永
延
元
年
点
）

（
東
大
寺
点
）

の

　

　

　

の

を

○
説
値
域
伽
法
。
（
高
山
寺
蔵
永
承
六
年
点
、
血
税
不
明
）

か
む

○
説
　
墜
士
｝
餓
鶴
も

（
石
山
寺
蔵
天
永
三
年
点
）

天
台
宗
山
門
派
関
係

（
宝
腫
院
点
）

か
む
　
す
る
　
　
　
「
を
」
　
を
　
「
0
」

○
説
　
修
　
喩
伽
　
法
．

「

・

」

（
東
寺
観
知
日
院
蔵
天
草
二
年
点
、
「
　
」
は
永
久
二
年
点
）

○
如
　
悌
菩
薩

の

○
如
　
怖
菩
薩

の

○
如
　
怖
菩
薩

○
如
　
怖
菩
薩

所
の

所
の

所
の

所

し
た
ま
ひ
け
む

俄
悔
、

（
石
山
寺
蔵
寛
仁
四
年
点
）

し
タ
マ
ヒ
シ

慨
悔
．
　
（
東
寺
観
智
院
蔵
天
永
二
年
点
）

シ
タ
マ
フ

慨
－
悔
．
　
（
高
山
寺
蔵
保
安
元
年
点
）

（
シ
タ
マ
一
ヒ
シ

慨
悔
　
　
　
（
唐
招
提
寺
蔵
保
元
元
年
点
）

（
喜
多
院
点
）

ク

　

　

　

の

　

の

○
如
　
怖
菩
薩
　
所

タ
マ
フ

慨
悔
．
　
（
東
寺
観
知
H
院
蔵
保
安
三
年
点
）

か

む

　

す

る

　

　

を

　

を

○
説
　
修
　
磁
伽
．
法
。

か

む

す

る

　

　

　

を

○
説
　
修
　
磁
伽
　
法
。

す

る

　

　

　

　

を

○
説
　
帽
　
壕
伽
．
法
。

（
東
寺
観
知
日
院
蔵
天
喜
五
年
点
）

（
東
寺
観
智
院
蔵
平
安
後
期
点
）

（
高
山
寺
蔵
養
和
元
年
宝
瞳
院
点
）

（
仁
郡
波
迦
点
）

む

　

　

　

の

　

を

○
説
　
修
喩
伽
　
法
。
（
石
山
寺
蔵
院
政
期
点
）

比
較
例
2
は
、
天
台
宗
系
資
料
内
部
の
訓
読
法
上
の
異
同
例
で
あ
っ
て
、
比
較

例
1
に
続
く
部
分
で
あ
る
。
天
台
宗
寺
門
派
関
係
の
資
料
に
あ
っ
て
は
「
修
論

伽
」
を
音
読
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
天
台
宗
山
門
派
関
係
資
料
で
は
、
仁
都

波
迦
点
資
料
の
用
例
を
除
い
て
、
宝
帳
院
点
資
料
に
お
い
て
は
、
「
喩
伽
を
修

す
る
」
と
訓
読
し
て
い
る
。

真
言
宗
高
野
山
中
院
流
関
係
（
中
院
僧
正
点
）

○
如
恥
書
聖
軋
俄
彗
ふ
　
（
東
寺
観
智
院
蔵
院
政
期
点
）

真
言
宗
広
沢
流
関
係
（
円
堂
点
）

く

　

と

　

　

と

の

　

の

○
如
　
悌
　
菩
薩
　
所
　
懐
悔
、
（
石
山
寺
蔵
天
永
三
年
点
）

く

　

と

　

　

と

ノ

　

ノ

　

タ

マ

7

0
如
　
悌
　
菩
薩
　
所
懐
悔
、
（
高
山
寺
蔵
養
和
元
年
円
堂
点
）

比
較
例
3
は
、
真
言
宗
系
資
料
内
部
の
訓
読
法
の
異
同
例
で
あ
る
。
小
野
流
関

係
と
し
た
東
大
寺
点
資
料
・
喜
多
院
点
資
料
に
お
い
て
「
悌
菩
薩
」
に
は
読
添

語
が
な
い
が
、
高
野
山
中
院
流
関
係
と
広
沢
流
関
係
と
の
資
料
に
は
、
格
助
詞

「
と
」
の
読
添
語
が
存
す
る
。

以
上
は
、
部
分
的
に
比
較
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
平

安
時
代
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
は
、
天
き
く
は
天
台
宗
と
真
言
宗
と
の
二
系
統
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の
訓
読
が
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
天
台
宗
の
内
部
も
寺

門
派
と
山
門
派
と
で
は
訓
読
の
系
統
を
異
に
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、

真
言
宗
内
部
に
お
い
て
も
小
野
流
関
係
と
中
院
流
関
係
、
広
沢
流
関
係
で
は
訓

読
の
系
統
を
異
に
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
比
較
例
中
に
例
外
の

存
す
る
ご
と
く
、
比
較
例
1
で
は
、
宝
櫨
院
点
加
点
の
東
寺
観
智
院
蔵
天
吉
五

年
点
は
真
言
宗
系
資
料
の
訓
読
と
等
し
く
、
比
較
例
2
の
仁
郡
波
迦
点
資
料
は
、

当
該
の
部
分
は
西
墓
点
の
訓
読
と
同
様
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
金
剛
界
儀
軌

の
全
体
の
訓
読
を
比
較
す
れ
ば
、
宝
瞳
院
点
資
料
群
と
の
共
通
性
が
指
摘
で
き

る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
二
が
派
・
流
派
内
と
想
定
さ
れ
る
そ
の
内
部
に
お
い
て

の
系
統
の
問
題
と
、
宗
派
問
の
交
流
の
問
題
と
を
解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
訓
読
の
伝
承

平
安
鎌
倉
時
代
の
真
言
宗
小
野
流
に
関
し
て
、
金
剛
界
儀
軌
の
東
大
寺
点
加

点
資
料
は
以
下
の
も
の
を
知
り
得
た
。

1
、
石
山
寺
校
倉
第
一
二
函
第
四
号
、
朱
点
（
東
大
寺
点
）
、
寛
仁
四
年

（
奥
書
）
寛
仁
四
年
間
十
二
月
一
日
於
上
醍
醐
寺
倍
法
巳
了
僧
深
凱
／
　
師

主
前
座
主
御
房

2
、
東
寺
観
智
院
蔵
第
一
三
一
函
第
一
四
号
、
朱
点
（
東
大
寺
点
）
、
手
水
二
年

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
天
永
二
年
四
月
廿
日
移
射
撃
」

天
永
二
年
辛
卯
四
月
十
七
日
奉
書
畢
／
同
年
十
月
十
一
日
奉
讃
畢

（
別
筆
）
　
「
延
享
第
三
丙
寅
仲
夏
望
日
加
修
補
了
／
　
僧
正
賢
賀
箪
－
1

3
、
高
山
寺
蔵
第
六
二
函
第
二
号
、
朱
点
（
東
大
寺
占
…
）
、
保
安
元
年

（
奥
書
）
保
安
元
銅
四
月
三
日
折
於
上
醍
醐
北
尾
院
書
宙
了
／
口
□
高
野
借

受
了

4
、
石
山
寺
蔵
校
倉
第
一
二
函
第
一
六
号
、
朱
点
（
東
大
寺
点
）
、
天
養
二
年

（
奥
書
）
　
　
　
一
交
了

（
朱
書
）
　
「
天
養
二
年
十
一
月
十
一
日
於
燈
下
移
鮎
了
／
　
東
寺
末
資

淳
観
」

5
、
唐
招
提
寺
蔵
本
（
花
野
憲
遺
氏
抑
教
示
・
未
調
査
）
、
①
朱
点
（
東
大
寺

点
）
、
保
元
元
年
　
②
盟
点
、
保
元
元
年

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
保
元
～
年
十
月
四
日
於
勧
修
寺
移
鮎
了
」
一
交
了

6
、
石
山
寺
蔵
本
（
r
古
点
本
の
国
語
的
研
究
∵
未
調
査
）
、
（
東
大
寺
点
）

（
奥
書
）
保
元
～
年
十
月
四
日
於
勧
修
寺
移
鮎
了
一
交
丁

以
上
が
平
安
時
代
後
期
・
院
政
期
の
加
点
資
料
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
加
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
点
を
調
査
し
た
が
、
い
ず

れ
も
鎌
倉
初
期
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
で
あ
る
。

7
、
高
山
寺
蔵
第
二
五
函
箪
二
〇
号
、
朱
点
（
東
大
寺
点
）
、
鎌
倉
初
期

奥
書
ナ
シ
、
中
欠

8
、
高
山
寺
蔵
第
一
八
九
函
第
四
二
号
、
朱
点
（
東
大
寺
点
）
、
鎌
倉
初
期
〔
一

丁
ノ
ミ
加
点
〕

奥
書
ナ
シ

右
の
真
言
宗
小
野
流
関
係
の
加
点
資
料
の
陀
羅
尼
を
除
い
た
漢
文
本
文
部
分

の
訓
読
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
歴
史
的
に
比
較
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

比
較
資
料
に
は
、
資
料
1
石
山
寺
蔵
寛
仁
四
年
点
、
資
料
3
高
山
寺
蔵
保
安

元
年
点
、
資
料
7
高
山
寺
蔵
鎌
倉
初
期
点
　
（
第
二
五
函
箪
二
〇
号
）
を
取
り

上
げ
る
。
資
料
1
は
、
奥
書
に
も
認
め
ら
れ
る
如
く
、
上
醍
醐
寺
で
加
点
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
資
料
3
も
上
醍
醐
寺
で
書
写
さ
れ
た
資
料
で
、
高
野
山
で
伝

授
を
受
け
た
資
料
で
あ
る
。
資
料
7
に
は
奥
書
は
な
い
が
、
高
山
寺
に
存
す
る

鎌
倉
初
期
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
は
、
勧
修
寺
・
醍
醐
寺
に
関
係
す
る
も
の
が
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多
く
、
当
該
資
料
も
こ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
は
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ほ
ぼ
百
年
づ
つ
を
隔
て
て
恐
ら
く
は
小
野
（
醍
醐
寺
ま
た
は
勧
修
寺
）
　
に
お
い

て
書
写
ま
た
は
加
点
さ
れ
る
な
ど
翠
言
宗
小
野
流
の
比
較
的
近
い
流
れ
の
う
ち

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
三
資
料
の
訓
読
の
比
較
を
試
み
る
。
比
較

に
お
い
て
、
本
文
に
異
文
の
存
す
る
場
合
は
、
比
較
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

ま
た
、
鎌
倉
初
期
点
は
比
較
に
用
い
た
漢
文
本
文
部
分
が
完
存
す
る
も
の
で
は

な
く
、
一
部
分
欠
落
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
資
料
の
比
較
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
問
の
訓
読
法
の
異
同
に
は
、

種
々
の
要
素
の
異
同
例
が
存
す
る
。
大
き
く
、
文
の
構
造
に
関
係
す
る
異
同
例
、

字
句
の
訓
読
に
関
す
る
異
同
例
、
読
添
語
に
関
す
る
異
同
例
の
三
つ
に
分
顆
し

た
が
、
相
互
に
関
係
し
て
い
る
例
も
存
し
、
ま
た
、
各
々
の
異
同
例
の
中
に
、

明
ら
か
に
漢
文
本
文
の
理
解
の
相
違
に
基
づ
く
異
同
例
も
存
し
て
、
必
ず
し
も

言
語
的
な
特
徴
だ
け
を
問
題
に
で
き
な
い
例
も
存
し
て
い
る
。
以
下
、
大
き
く

掲
げ
た
用
例
数
の
う
ち
に
は
こ
う
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

石
山
寺
蔵
寛
仁
四
年
点
と
高
山
寺
蔵
保
安
元
年
点
と
の
訓
読
の
異
同
例
に
は
、

以
下
の
如
き
も
の
が
存
す
る
。

両
資
料
問
の
句
読
・
語
序
な
ど
文
の
構
造
に
関
す
る
異
同
例
は
、
五
八
例
を

確
認
し
た
が
、
こ
の
う
ち
文
の
断
続
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
寛
仁
四
年
点
が
文

を
切
る
と
こ
ろ
を
、
保
安
元
年
点
が
接
続
助
詞
「
て
」
な
ど
を
読
添
え
て
切
ら

な
い
と
い
う
異
同
が
二
六
例
存
す
る
。
こ
の
逆
は
、
一
四
例
で
あ
っ
て
、
保
安

元
年
点
の
方
が
一
文
が
長
い
と
い
う
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
寛
仁
四
年
点
に
お

い
て
倒
置
構
文
に
読
ま
れ
る
部
分
を
、
保
安
元
年
点
で
は
倒
置
に
読
ま
れ
な
い

も
の
が
二
例
存
し
、
こ
の
逆
の
例
は
見
出
し
得
な
い
。

本
文
の
字
句
に
つ
い
て
の
音
読
訓
読
の
異
同
や
、
実
字
・
助
字
の
訓
読
の
異

同
な
ど
は
、
四
六
例
を
認
め
た
が
、
こ
の
う
ち
、
音
読
訓
読
の
異
同
例
は
、
二

○
例

射て運芸所告が
エ　‡　存

法れ集め言
0

（
寛
仁
四
年
点
）

（
先
仁
四
年
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

の

所
l
集
　
　
（
保
安
元
年
古
…
）

（
セ
）
ヨ

運
l
心
　
　
（
保
安
元
年
古
曲
）

射
去
l
汰
　
（
保
安
元
年
点
）

の
如
く
寛
仁
四
年
点
が
、
反
読
す
る
か
ま
た
は
訓
読
す
る
と
こ
ろ
を
、
保
安
元

年
点
で
は
音
読
し
て
一
語
に
読
む
も
の
は
一
四
例
存
す
る
。
逆
の
例
は
、

し
て

諦
l
心
　
　
　
（
寛
仁
四
年
点
）
　
　
　
諦
　
心
　
　
（
保
安
元
年
点
）

七

ン

メ

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

ケ

住
　
　
　
　
　
（
寛
仁
四
年
重
　
　
　
任
　
　
　
　
（
保
安
元
年
点
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
六
例
を
数
え
る
。
保
安
元
年
点
に
お
い
て
音
読
傾
向
が
強

い
と
認
め
ら
れ
る
。

訓
読
に
お
け
る
活
用
形
の
選
択
の
問
題
で
は
、
文
末
に
お
い
て
、
寛
仁
四
年

点
が
命
令
形
を
選
択
す
る
箇
所
を
、
保
安
元
年
点
で
は
終
止
形
に
訓
読
す
る
も

の
が
一
二
例
存
す
る
。
読
添
語
に
お
い
て
も
同
様
の
例
が
一
例
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
逆
の
例
は
、
一
例
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
る
。
文
末
に
お
い
て
、
保
安
元

年
点
で
は
、
終
止
形
の
選
択
傾
向
が
強
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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実
字
の
訓
で
は

ナ
ホ
シ

爵ヤ
ウ
ヤ
ウ

微ヒ
ラ
イ
て

曹

（
寛
仁
四
年
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

曹［微三喩子
ノ　　、）　　へ
へ　　　し　．）
て　　　　　　は

の
如
き
異
同
例
が
存
す
る
が
、
保
安
元
年
点
に
お
い
て
は
、

（
保
安
元
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

字
句
に
対
し
て
訓

託
に
お
け
る
よ
り
一
般
的
な
訓
を
与
え
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

知
れ
な
い
。

読
添
語
の
異
同
例
は
、
一
〇
三
例
を
認
め
た
が
、
寛
仁
四
年
点
の
方
に
読
添

語
が
存
し
て
、
保
安
元
年
点
に
お
い
て
読
添
語
が
な
い
も
の
は
、
「
た
て
ま
つ

る
（
四
例
）
」
、
「
た
ま
ふ
（
一
例
）
」
の
敬
語
、
「
し
む
（
八
倒
）
」
、
「
む
（
一
例
）



「
け
む
（
一
例
）
」
、
「
ぬ
（
五
例
）
」
、
「
り
（
二
例
）
」
、
「
た
り
（
一
例
）
」
、
「
き

（
一
例
）
」
な
ど
の
助
動
詞
、
「
を
（
四
例
）
」
、
「
と
（
九
例
）
」
、
「
て
（
三
例
）
」
、

「
を
も
て
（
一
例
）
」
な
ど
の
用
例
が
存
す
る
。
逆
に
、
寛
仁
四
年
点
で
読
添
語

の
な
い
部
分
に
、
保
安
元
年
点
に
読
添
語
の
存
す
る
例
は
、
「
ご
と
し
（
三
例
）
」
、

「
を
（
一
例
）
」
、
「
（
を
）
も
て
（
二
例
）
」
の
み
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
寛
仁
四

年
点
か
ら
保
安
元
年
点
に
至
っ
て
は
、
読
添
語
の
簡
素
化
傾
向
が
あ
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
寛
仁
四
年
点
で
読
添
語
の
な
い
部
分
に
、
保
安
元
年
点
に
読
添

語
の
存
す
る
例
に
つ
い
て
も
、

二
…

忍

キ

ヨ

　

　

ナ

ウ

を

被
　
甲
宵
。
（
寛
仁
四
年
点
）

コ

ト

ク

セ

ヨ

　

　

　

を

被
　
　
甲
田
。
（
保
安
元
年
点
）

ハ
ア
ク
に
し
て

願
應
　
三
拍
　
…
…
皆
辟
除
。
　
（
寛
仁
四
年
点
）

項
目
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
用
例
数
を
示
す
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

次
に
、
寛
仁
四
年
点
と
鎌
倉
初
期
亘
の
訓
読
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

句
読
・
語
序
な
ど
文
の
構
造
に
関
す
る
異
同
例
は
、
九
四
例
を
認
め
た
。
文
の

断
続
に
関
す
る
異
同
例
が
七
八
例
で
、
寛
仁
四
年
点
が
文
を
切
る
と
こ
ろ
を
鎌

倉
初
期
点
が
文
を
切
ら
な
い
も
の
は
二
m
例
、
逆
の
場
合
は
五
四
例
で
あ
っ
て
、

鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
文
が
短
い
と
い
う
傾
向
が
存
す
る
。
倒
置
に
関
し
て
は
、

寛
仁
四
年
点
で
倒
置
に
訓
ず
る
も
の
を
、
鎌
倉
初
期
点
で
反
読
す
る
例
が
五
例

認
め
ら
れ
、
こ
の
逆
の
例
は
認
め
㌧
b
れ
な
い
。

の

　

　

　

　

　

　

し

一
柳

一
切
有
性
…
速
　
成
　
勝
悉
地
。
（
寛
仁
四
年
点
）

シ

メ

ム

ト

　

　

　

ふ

し

一
切
右
性
…
速
　
成
　
　
勝
悉
地
。
（
鎌
倉
初
期
古
…
）

忍
聖
．
勘
三
彗
（
保
安
元
年
芭

の
如
き
例
で
あ
っ
て
、
保
安
元
年
点
の
訓
読
へ
の
移
行
は
、
謂
わ
ば
、
説
明
的
、

ま
た
は
論
理
的
な
構
造
を
支
え
る
た
め
の
移
行
で
あ
る
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

の
如
き
例
で
あ
る
が
、
ク
語
法
に
よ
る
倒
置
例
を
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
反
読

す
る
例
が
二
例
認
め
ら
れ
る
。
ク
語
法
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
れ
ば
、
右
の

・
也
二
、

′

1

1

・

l
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読
添
語
の
異
同
例
の
う
ち

ノ
ヘ
ム
こ
と

一
間
．
・

一
、
一
・
l

中
て中

て
む

堅
′
し

竪

女－
と

女

せ
よ

日
日轟

n
H
‥

女

比
較
的
用
例
数
の
ま
と
ま
っ
た
例
は

の針
。
（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

一
…

ナ

こ

こ

く

　

　

　

ま

作
　
　
是
思
惟
、
…
…
（
寛
仁
四
年
古
州
）

へ

し

　

　

　

を

作
　
走
思
惟
。
（
鎌
介
初
期
古
画
）

針
。

女

針
。

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

の
如
き
例
で
あ
る
、

「如」

保
安
元
年
点
に
お
い
て
は

ま
た
、

に
続
く
場
合
の
寛
仁
同
年
点
の
「
む
こ
と
」
は
、

「
て
」
と
さ
れ
て
い
る
。

得
軋
言
…
主
宰

と

（
寛
仁
四
年
パ
…
）

こ
と
・
を
し

得
成
　
…
…
主
手
墾
王
。
（
保
軍
尤
年
真

の
異
同
例
が
存
す
る
。
こ
の
他
の
異
同
例
は
、
多
く
助
詞
の
異
同
で
あ
る
が
、

な
ど
の
例
が
存
し
て
い
る
が
、
寛
仁
四
年
古
一
に
わ
い
て
ク
語
法
を
用
い
て
訓
読

す
る
と
こ
ろ
を
、
鎌
倉
初
期
点
で
は
「
ペ
し
」
を
読
添
え
て
訓
読
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ク
語
法
と
「
べ
し
」
の
異
同
の
類
例
が
三
例
認
め
ら
れ
、
鎌
倉
初
期

点
で
は
、
訓
読
文
全
体
の
中
で
ク
語
法
の
出
現
と
訓
読
の
状
況
に
よ
っ
て
は
そ

れ
に
伴
う
倒
置
構
文
が
限
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

鎌
倉
初
期
点
に
わ
い
て
、
そ
の
訓
読
文
中
に
出
現
す
る
ク
語
法
が
、
「
目
」
や

「
言
」
な
ど
特
定
の
字
に
伴
っ
て
出
現
す
る
仰
向
の
強
く
な
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
語
句
∴
十
句
に
つ
い
て
の
音
読
訓
読
の
異
同
や
、
実
字
・
助
字
の
訓

読
の
異
同
な
ど
は
、
五
〇
例
を
認
定
し
た
。



音
読
訓
読
に
関
す
る
異
同
例
は
一
九
例
で
、
寛
仁
囲
年
点
が
、
訓
読
ま
た
は

反
託
す
る
と
こ
ろ
を
鎌
倉
初
期
点
が
音
読
と
す
る
も
の
は
一
〇
例
、
こ
の
逆
の

例
は
九
例
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
を
傾
向
は
見
て
取
れ
な
い
。

文
末
に
お
け
る
活
用
形
の
選
択
で
は
、
寛
仁
四
年
点
に
お
い
て
命
令
形
に
訓

ず
る
と
こ
ろ
を
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
終
止
形
に
訓
読
す
る
例
は
、
一
四
例

存
す
る
。
こ
の
逆
の
場
合
は
一
例
の
み
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
文

末
に
命
令
形
を
選
択
し
な
い
文
表
現
が
多
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

実
字
の
訓
の
異
同
例
は
〓
例
を
認
め
た
が
、

見
て
取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
助
動
詞
類
に
お
い
て
は
、
「
け
む
（
寛
仁
四
年
点

1
き
（
鎌
倉
初
期
芭
（
一
例
）
」
、
「
ぬ
（
寛
仁
四
年
芭
1
り
（
鎌
倉
初
期
点
〓
一

例
）
」
な
ど
の
異
同
例
が
あ
る
。
寛
仁
四
年
点
に
出
現
す
る
「
け
む
」
は
、
比

較
に
用
い
た
金
剛
界
儀
軌
に
は
他
に
用
例
の
認
め
ら
れ
な
い
語
で
あ
っ
て
、
一

郎
の
助
動
詞
に
つ
い
て
の
簡
素
化
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

を
ヌ
レ
ム
ネ

閃
掌
、
塗
於
的
。
（
寛
仁
四
年
点
）

開
掌
㌧
彗
（
七
二
於
胸
。
（

l
鎌
倉
初
期
点
）

ナ
ホ
シ

喩
　
　
　
（
寛
仁
四
年
点
）

ヤ
ウ
ヤ
ウ

微
　
　
　
（
寛
仁
四
年
点
）

キ
七
ム

被
　
　
　
（
寛
仁
四
年
点
）

の
如
く
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
は
、

へ
タ
ト
へ
ー
は

喩（
ス
コ
）
し

微
へ
キ
・
ノ
）
メ
ム

被

（
鎌
倉
初
期
点
）

（
鎌
倉
初
期
芭

（
鎌
倉
初
期
古
川
）

こ
の
鎌
倉
初
期
点
に
読
添
そ
ら
れ
た
「
ご
と
し
」
は
、
右
の
寛
仁
四
年
点
と
保

安
元
年
点
の
比
較
で
も
触
れ
た
如
く
、
よ
り
説
明
的
、
論
理
的
な
文
表
現
を
支

え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

助
詞
の
読
準
え
で
は
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
格
助
詞
類
を
読
添
え
た
も
の

一
般
的
な
訓
や
訓
読
調
の
強
い
表
現
と

が
目
立
つ
。

な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

託
添
語
の
異
同
例
は
、
一
八
一
例
を
確
認
し
た
が
、
寛
仁
四
年
点
に
お
い
て

読
添
語
の
存
す
る
「
た
ま
ふ
（
三
例
）
」
、
「
た
て
ま
つ
る
（
七
例
）
」
の
敬
語
、

「
し
む
（
七
例
）
」
、
「
ぬ
二
例
）
」
、
「
り
二
例
）
」
、
「
き
（
一
例
）
」
の
助
動

詞
、
「
と
（
一
例
）
」
、
「
て
（
五
例
）
」
、
「
は
（
四
例
）
」
の
助
詞
、
「
む
こ
と
（
一

例
）
」
な
ど
は
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
は
読
添
語
が
存
し
な
い
。
逆
に
、
以
下

の
例
も
相
当
数
に
及
ぶ
。
寛
仁
四
年
点
で
読
添
語
の
な
い
部
分
に
、
鎌
倉
初
期

点
で
は
「
お
も
ふ
（
一
例
）
」
や
、
「
た
ま
ふ
（
二
例
）
」
、
「
た
て
ま
つ
る
二
例
）
」

の
敬
語
、
「
し
む
（
三
例
）
」
、
「
ペ
し
（
四
例
）
」
、
「
ご
と
し
（
三
例
）
」
の
助
動

詞
、
「
を
（
四
六
例
）
」
、
「
を
ば
（
一
例
）
」
、
「
に
（
一
例
）
」
、
「
と
（
六
例
）
」
、

「
て
（
八
例
）
」
、
「
は
（
一
例
）
」
、
「
も
（
一
例
）
」
な
ど
の
助
詞
や
、
「
も
て
（
一

例
）
」
、
「
を
も
て
（
三
例
）
」
な
ど
の
語
を
読
添
え
た
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

敬
語
の
読
準
え
に
お
い
て
は
、
塁
的
に
は
、
鎌
倉
初
期
点
に
簡
素
化
傾
向
が

羽
を

羽
一
得 「

を
」
に
つ
い
て
は
、
四
六
例
が
存
し
、

l
こ
し
て

金
剛
挙

に
し
て

金
剛
挙

堅よ
附

檀
慧
神
細
目

を

檀
慧
神
知
日

七
に

於
背

於
北
打

せ
よ

合
。

∴
・

（
寛
仁
四
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
占
州
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）
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の
如
き
用
例
で
、

同
様
の
異
同
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
「
は
（
寛
仁
四
年

芭
1
を
ば
（
鎌
倉
初
期
空
（
五
例
）
」
、
「
は
一
党
仁
四
年
芭
1
を
（
鎌
倉
初
期

点
〓
八
例
）
」
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
は
1
を
ば
」
の
異
同
に
つ
い

て
は
、
こ
の
逆
の
例
、
四
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
け

る
格
助
詞
の
付
加
は
、
文
構
造
に
お
け
る
格
関
係
の
明
示
に
傾
い
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
よ
り
論
理
的
な
文
表
現
を
指
向
し
た
読
添

語
の
異
同
例
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「
も
て
」
、
「
を
も
て
」
も



ヨ

　

　

　

を

進
力
　
柱
　
其
背
。
　
　
　
（
寛
仁
四
年
点
）

を

も

て

よ

　

　

　

を

進
力
　
柱
　
其
背
。
　
　
　
（
鎌
倉
初
期
点
）

の
如
く
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
よ
り
説
明
的
、
ま
た
論
理
的
文
表
現
を
指
向

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

読
添
語
の
相
互
異
同
例
の
う
ち
、

「
如
」
に
続
く
構
文
に
お
い
て
、

せ
む
こ
と
　
せ
よ
　
　
の

比
較
的
用
例
数
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、

〔
翳屈

　
　
如
　
蓮

て

　

よ

　

の

属
　
如
　
蓮
。

（
寛
仁
四
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

と
し
た
異
同
例
で
、
〓
例
を
認
め
た
。
た
だ
し
、
こ
の
逆
の
例
も
一
例
存
し

て
い
る
が
、
寛
仁
四
年
点
と
保
安
元
年
点
の
場
合
と
同
類
型
の
異
同
例
で
あ
る
。

以
下
は
、
「
を
」
の
異
同
に
関
す
る
四
六
例
の
一
部
で
あ
る
が
、

〔
…

〔
絹

こ
と

三
業
皆
浄

こ
と
を

三
業
皆
浄

む

と

　

　

こ

と

令
　
行
間
。

む

と

　

　

こ

と

を

令
　
得
聞
、

（
寛
仁
四
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

の
如
き
が
存
し
て
い
る
。

保
安
元
年
点
と
鎌
倉
初
期
点
と
の
問
に
お
け
る
訓
読
語
の
異
同
例
に
つ
い
て

二
三
付
言
し
て
お
く
と
、
文
の
断
続
に
お
い
て
、
保
安
元
年
点
で
文
を
甲
ら
な

い
と
こ
ろ
を
鎌
倉
初
期
点
で
切
る
も
の
は
四
三
例
に
上
る
が
、
こ
の
逆
の
例
は

七
例
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
読
添
語
に
つ
い
て
は
一
八
四
例
の
異
同
例
を
認
め
た
が
、
保
安
元
年

点
に
お
い
て
読
添
語
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
読
添
語
の
存

す
る
例
の
内
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
助
詞
「
を
」
、
「
と
」
、
「
を
ば
」
や
、

「
も
て
」
、
「
を
も
て
」
の
読
添
語
を
読
添
え
た
例
、
ま
た
「
は
（
保
安
元
年
点
）

1
を
ば
　
（
鎌
倉
初
期
点
）
」
な
ど
の
異
同
の
例
は
、
計
一
〇
六
例
を
数
え
る
。
こ

れ
ら
の
異
同
は
、
鎌
倉
初
期
点
に
お
い
て
説
明
的
、
ま
た
論
理
的
な
表
現
に
傾

い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

そ
の
他
、
保
安
元
年
点
に
存
す
る
敬
語
や
助
動
詞
な
ど
の
読
添
部
分
に
、
鎌

倉
初
期
点
で
は
読
添
語
の
存
し
な
い
例
が
あ
る
一
方
で
、
保
安
元
年
点
に
読
添

語
の
存
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
鎌
倉
初
期
点
で
は
敬
語
や
助
動
詞
「
し
む
（
二
例
）
」
、

「
ぬ
（
四
例
）
」
、
「
り
二
例
）
」
、
「
き
（
二
例
）
」
、
「
べ
し
（
五
例
）
」
や
助
詞
類

を
読
添
え
た
例
も
認
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
保
安
元
年
点
と
鎌
倉
初
期
点
と
の

問
で
は
敬
語
や
一
部
の
助
動
詞
に
つ
い
て
の
読
添
語
に
お
け
る
簡
素
化
傾
向
は

見
て
取
れ
を
い
。

以
上
の
三
資
料
の
訓
読
の
変
化
は
、
以
下
の
如
く
ま
と
め
得
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

1
、
寛
仁
四
年
点
か
ら
保
安
元
年
点
・
鎌
倉
初
期
点
に
至
り
、
倒
置
に
訓
読

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
反
読
さ
れ
る
傾
向
が
存
す
る
。

2
、
字
句
の
訓
読
は
、
寛
仁
四
年
点
よ
り
保
安
元
年
点
に
至
っ
て
音
読
傾
向

が
、
寛
仁
四
年
点
よ
り
保
安
元
年
点
・
鎌
倉
初
期
点
に
至
っ
て
訓
読
に

わ
け
る
一
般
的
訓
を
あ
た
え
る
傾
向
が
存
す
る
。
　
　
　
　
、

3
、
文
末
の
表
現
に
お
い
て
は
、
寛
仁
四
年
点
よ
り
保
安
元
年
点
・
P
鎌
倉
初

期
点
に
至
っ
て
命
令
形
か
ら
終
止
形
へ
の
選
択
傾
向
が
強
く
在
る
。

4
、
寛
仁
四
年
点
よ
り
保
安
元
年
点
に
至
っ
て
、
読
添
語
の
う
ち
の
敬
語
や

助
動
詞
の
一
部
に
つ
い
て
は
簡
素
化
傾
向
が
窺
え
る
。

5
、
寛
仁
四
年
点
・
保
安
元
年
占
州
か
ら
鎌
倉
初
期
点
に
至
り
、
一
文
が
短
く

訓
読
さ
れ
る
傾
向
が
存
す
る
。

6
、
寛
仁
四
年
点
・
保
安
元
年
点
か
ら
鎌
倉
初
期
点
に
至
り
、
訓
読
に
お
け

る
ク
語
法
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
訓
読
文
中
に
出
現
す
る
ク
語
法

が
特
定
の
字
句
と
結
び
つ
い
て
限
定
的
に
出
現
す
る
傾
向
が
存
す
る
。
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7
、
寛
仁
四
年
点
か
ら
保
安
元
年
点
を
経
て
鎌
倉
初
期
点
に
至
っ
て
、
「
ご

と
し
」
、
「
も
て
」
、
「
を
も
て
」
な
ど
や
格
助
詞
顆
の
読
添
語
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る
。

8
、
読
添
語
に
お
い
て
以
上
の
ほ
か
に
「
む
こ
と
（
＋
如
）
1
て
（
＋
如
）
」
や

「
こ
と
（
＋
得
）
1
こ
と
を
（
＋
得
）
」
な
ど
の
斯
型
的
変
化
が
存
す
る
。

右
に
検
討
を
加
え
た
東
大
寺
点
資
料
内
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
寛
仁
四
年
点
か

ら
保
安
元
年
点
を
経
て
鎌
倉
初
期
点
に
至
る
琴
三
が
小
野
流
の
金
剛
界
儀
軌
の

訓
読
が
、
時
代
と
と
も
に
短
文
で
、
表
現
上
の
変
化
に
乏
し
い
簡
素
な
訓
読
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
、
ま
た
、
よ
り
説
明
的
、
論
理
的
方
向
に
変
化
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
実
範
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読

真
言
宗
小
野
流
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
の
伝
流
の
一
つ
に
、
喜
多
院
点
加
点

資
料
群
が
存
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
金
剛
界
儀
軌
の
草
多
院
点
加
点
資
料

と
し
て
以
下
の
二
点
を
知
り
得
た
。

9
、
東
寺
観
知
日
院
蔵
第
一
三
一
函
第
一
六
号
、
朱
点
（
葦
多
院
生
、
保
安
元
年

（
奥
書
）
保
安
三
年
夏
於
成
身
院
粗
畢
／
是
依
誠
覆
後
輩
勿
改
鮮
紅
記

（
別
筆
）
　
「
右
賛
範
筆
跡
賢
密
持
本
彼
此
／
殊
勝
也
補
綴
了
侍
諸
末
葉

央
／
延
事
箪
二
歳
次
丙
寅
孟
春
晦
日
／
僧
正
賢
軍
用
∴
」

1
0
、
随
心
院
戒
箪
二
函
第
八
号
、
朱
点
（
討
多
院
点
）
、
東
和
二
年

（
奥
書
）
養
和
二
年
三
月
十
五
日
於
中
川
以
先
師
／
円
明
房
之
御
本
訳
‥
焉
巳

金
剛
彿
子
詔
聖

（
朱
至
　
「
同
四
月
骨
た
於
奈
良
移
那
了
一
交
了
」

先
の
比
較
例
一
に
掲
げ
た
例
を
は
じ
め
馨
多
院
点
加
点
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読

は
、
東
大
寺
点
加
点
の
資
料
に
お
け
る
訓
読
と
よ
く
通
う
特
徴
を
宥
し
て
お
り
、

卑
言
宗
小
野
流
の
訓
読
の
流
れ
の
中
に
摂
し
得
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。資

料
9
は
、
実
範
の
書
写
加
点
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
表
紙
に
も
「
中
（
右

裾
）
」
の
「
中
川
」
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
書
入
れ
と
と
も
に
、
択
＝
賀
の
「
中
川
／

許
範
筆
跡
　
賢
哲
侍
碩
之
本
／
但
和
本
ト
云
欺
抑
請
来
敗
」
と
し
た
押
紙
が
存

す
る
。実

範
は
、
藤
原
顕
実
の
子
、
大
和
中
川
成
身
院
の
開
山
で
、
蓮
光
房
、
少
将

上
人
と
称
せ
ら
れ
た
僧
侶
で
あ
る
。
幼
く
し
て
興
福
寺
に
法
相
を
学
び
、
の
ち
、

永
久
E
年
（
一
二
六
）
十
月
十
三
日
に
小
野
屋
陀
羅
寺
に
お
い
て
厳
党
よ
り

潅
頂
を
受
け
、
束
密
を
学
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
相
川
に
お
い
て
明
賢
に
台
密

を
架
け
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
晩
年
は
光
明
山
に
あ
っ
て
、
天
肇
元
年
（
二

四
四
）
　
九
月
十
日
に
入
寂
し
た
と
い
う
。

実
範
は
、
資
料
9
と
し
て
示
し
た
実
範
自
身
加
点
の
金
剛
界
儀
軌
に
白
岩
の

奥
書
を
域
し
て
い
る
が
、
そ
の
奥
出
目
は
、
自
身
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
説
を
確
立
し
、

そ
の
訓
説
を
改
め
る
こ
と
な
く
伝
承
す
べ
き
旨
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
奥
諏
＝
よ
り
当
時
の
卑
言
宗
小
野
流
に
む
け
る
金
剛
界

儀
軌
の
訓
読
は
、
鍾
々
の
訓
説
が
並
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
想
像
が
許

さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
共
一
言
宗
小
野
流
に
お
け
る

金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
が
碓
間
と
し
た
伝
承
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、

訓
読
法
が
固
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
か
か
る
奥
ヨ
t
‥

を
記
載
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
頼
る
べ
き
訓
読
が
曖
昧
で
あ

っ
た
た
め
の
「
誠
詔
」
で
あ
ろ
う
し
、
種
々
に
訓
読
が
改
変
さ
れ
て
い
た
と
い

う
実
態
が
存
し
た
こ
と
に
よ
る
「
後
難
勿
改
」
の
記
載
が
存
す
る
も
の
で
は
な

（

2

一

い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
推
定
は
、
翠
言
宗
小
野
流
の
東
大
寺
古
州
加
点
資
料
内
部
で
の
以
下
の
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比
較
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
資
料
3
の
保
安
元
年
点
と
資

料
4
の
天
養
四
年
点
と
は
、
そ
の
加
点
時
期
を
二
十
七
年
隔
て
る
も
の
で
あ
り
、

厳
密
な
意
味
で
同
時
期
の
資
料
と
す
る
位
輿
つ
け
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
も
の

か
も
知
れ
な
い
が
、

る
。
た
と
え
ば
、

こ
の
両
資
料
の
訓
読
を
比
校
す
る
と
種
々
に
異
同
が
現
れ

比
較
例
4

0
右
　
耳を

は

○
右
　
足

ツ
マ

賃ナ
・

値‖一

比
較
例
5

ヒ
キ
て

○
撃
　
開
　
如

こ
と

○
撃
　
開
　
如

γ
て
　
　
は
　
　
ナ
ヲ
ケ
し
て

左
　
直

に

し

て

　

　

し

て

左
　
五

戸
l
梶
。

の
　
　
ト
止
ソ
の

戸
　
梶
。

な
ど
、
本
文
字
句
の
訓
の
異
同
や
、

（
保
安
元
年
点
）

一
天
養
四
年
古
州
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
蚕
四
年
点
）

音
読
訓
読
の
異
同
例
を
始
め
、
読
添
譜
の

異
同
が
存
し
、

比
較
例
6

0

走

一

道

○

是

一

道

比
較
例
7の

ナ
レ
と
も

責
リ
争

音
名
一
。

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
四
年
点
）

本
文
の
理
解
に
関
わ
る
句
読
法
の
異
同
か
ら
、
本
文
字
句
の
訓
読
法
の
異
同
、

助
詞
や
助
動
詞
を
は
じ
め
と
す
る
読
添
語
の
異
同
に
至
る
ま
で
細
々
の
段
階
で

の
異
同
が
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
卑
∵
‖
宗
小
野
流
の
東
大
寺
点
加
点

資
料
に
訓
読
法
の
細
部
に
至
る
ま
で
の
確
聞
と
し
た
規
制
力
の
強
い
訓
読
の
伝

統
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
は
認
め
難
い
。
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
埠
三
ボ

小
野
流
に
わ
け
る
訓
読
の
系
統
は
、
天
台
宗
両
派
や
串
一
点
が
の
他
流
派
と
異
な

る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
訓
読
の
系
統

は
他
宗
派
の
訓
読
と
相
対
的
な
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
真

言
宗
小
野
流
の
内
部
を
取
り
上
げ
た
場
合
、
そ
こ
に
は
同
時
期
の
訓
読
に
揺
れ

の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

以
下
、
実
範
加
点
の
金
剛
界
儀
軌
保
安
三
年
点
の
訓
読
と
、
寛
仁
四
年
点
の

訓
読
を
比
較
す
る
。

両
資
料
問
の
句
読
法
に
関
す
る
異
同
は
、
二
一
九
例
を
認
め
た
が
、
文
の
断

続
に
つ
い
て
は
、
寛
仁
四
年
点
が
文
を
甲
ら
な
い
と
こ
ろ
を
実
範
点
で
文
を
切

る
例
は
五
一
例
、
こ
れ
に
対
し
て
逆
に
実
範
点
に
お
い
て
文
を
切
ら
な
い
例
は

四
三
例
で
あ
っ
て
、
明
か
な
傾
向
性
は
指
摘
で
き
な
い
。

ク
語
法
に
関
し
て
、
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○
金
剛
　
三
－
業
　
所
生

を

　

　

　

と

　

　

　

と

　

　

　

　

　

と

福
　
縁
覚
　
牢
問
　
及
　
石
橋

一
保
安
元
年
点
）

の

　

　

に

　

グ

　

　

　

と

　

　

と

　

　

と

　

　

　

　

と

の

○
金
剛
　
三
業
　
所
　
生
、
福
　
相
覚
　
啓
開
　
及
　
有
情
　
…
…

（
天
養
四
年
点
）

の
如
き
句
読
法
の
異
同
例
な
ど
が
存
す
る
。
右
の
内
、
比
較
例
4
巾
の
「
丑
」

字
訓
の
異
同
は
、
こ
の
字
の
注
釈
の
間
題
に
関
係
し
よ
う
し
、
比
校
例
7
は
、

湊
文
本
文
の
理
解
の
異
同
に
関
係
し
た
訓
読
法
の
異
同
例
で
あ
る
。
二
十
七
年

の
加
点
時
期
を
隔
て
る
二
資
料
で
は
あ
る
が
、
そ
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
漠
文

〔
…

箭
白
　
諸
世
尊
、
…
…

す白
　
諸
世
尊
へ

ナ
〔
サ
）
く

作
　
　
是
　
思
惟

せ

　

　

　

　

を

作
　
是
　
思
惟
。

（
寛
仁
四
年
点
）

（
実
範
点
）

（
亮
仁
四
年
点
）

（
実
拒
点
）

の
如
く
、
実
範
点
に
お
い
て
ク
語
法
に
訓
読
し
な
い
例
は
五
例
存
す
る
が
、
こ

の
逆
の
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。

字
句
の
訓
読
に
つ
い
て
、
九
二
例
の
異
同
例
を
認
め
た
が
、
こ
の
内
、
文
末

の
活
用
形
の
選
択
に
つ
い
て
、
寛
仁
四
年
点
に
お
い
て
命
令
形
に
訓
読
す
る
と



こ
ろ
を
実
範
点
が
終
止
形
に
読
む
も
の
は
一
六
例
、
読
添
語
に
お
い
て
同
様
の

例
一
例
が
存
す
る
が
、
こ
の
逆
の
例
は
二
例
を
認
め
た
の
み
で
あ
る
。

説
添
語
の
異
同
例
に
つ
い
て
、
先
に
埋
け
た
寛
仁
四
年
点
と
保
安
元
年
点
、

鎌
倉
初
期
古
州
の
比
較
の
場
合
と
同
枝
の
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
如
」
　
に
続
く
場
合
の
読
添
語
の
異
同
例
で
、

に
つ
い
て
は
保
安
元
年
点
や
鎌
倉
初
期
点
と
同
様
で
あ
る
。

助
詞
の
読
添
え
に
つ
い
て
、
実
範
点
に
お
い
て
特
徴
的
な
例
が
存
す
る
。
寛

仁
四
年
古
画
に
お
い
て
並
列
の
「
と
」
を
読
添
え
た
箇
所
に
実
花
点
に
お
い
て
読

添
語
の
な
い
例
が
、
二
五
例
存
し
て
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
数
を
示
す
。

と

　

　

　

と

　

　

　

と

　

l

こ

「
傲
梅
　
随
喜
　
勧
請
　
福
　
　
寛
仁
四
年
蔓

ノ

ヘ

ム

こ

と

　

　

　

　

ノ

中
　
　
加
　
針
。
　
（
寛
仁
四
年
点
）

て

　

L

　

　

の

申
　
如
　
針
。
　
　
　
（
実
範
点
）

の
如
き
例
で
、
一
三
例
を
認
め
た
。
ま
た
、

と

如
　
金
剛
腑

，
・
・
h
「

如
　
金
剛
瞳

三
業
皆
浄

聖（
参
考
）

こ
し
し

一
業
皆
浄

こ
ト
．
．
4
1

（
寛
仁
四
年
点
）

な
ど
の
例
で
あ
る
が
、

去
し
L
て

勧
請
　
福
　
　
（
実
範
点
）

及
票
㌦
　
（
亮
仁
囲
誓
…
）

の

及
　
普
賢
。
　
（
実
範
点
）

後
者
の
場
合
、
助
字
の
訓
読
と
も
関
係
す
る
も
の
で
は

川
．

（
実
範
古
一
）

，
ド
　
　
　
ン
メ
，
　
　
　
ぐ
る
こ
と

縛
、
得
　
歓
喜

（
寛
仁
四
年
点
）

′
つ
H
し
l

縛
、
得
　
歓
喜
、
　
　
（
実
純
点
）

（
こ
の
例
は
、
寅
仁
四
年
占
…
で
漢
語
サ
変
動
詞
に
、
実
範
点
で
漢
語

名
詞
に
訓
読
し
た
可
能
性
が
存
す
る
。
）

の
如
き
例
が
存
し
て
い
る
。

敬
語
の
読
準
え
の
異
同
例
は
、
寛
仁
四
年
点
に
お
い
て
「
た
ま
ふ
（
二
例
）
」

や
「
た
て
ま
つ
る
（
六
例
）
」
が
存
す
る
と
こ
ろ
に
、
実
純
真
で
は
こ
の
読
添
語

の
な
い
例
が
存
す
る
。
こ
の
逆
の
例
も
存
し
て
、
「
た
ま
ふ
（
二
例
）
」
、
「
た
て

ま
つ
る
（
二
例
）
」
が
実
範
点
に
読
準
え
ら
れ
て
い
る
。

助
動
詞
の
読
準
え
に
つ
い
て
は
、
寛
仁
四
年
古
一
に
存
す
る
「
け
む
」
は
実
範

点
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ほ
か
に
「
ぬ
」
に
つ
い
て
は
、
寛
仁
四
年
点
に
存
す

る
と
こ
ろ
を
実
範
点
で
読
準
三
し
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
例
が
四
例
存
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
の
逆
の
例
も
一
例
認
め
ら
れ
る
。

右
の
敬
語
や
助
動
詞
の
読
添
語
の
異
同
例
は
、
該
当
例
数
も
多
く
は
な
く
、
必

ず
し
も
明
確
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
「
け
む
」
な
ど

な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
寛
仁
四
年
点
を
は
じ
め
、
先
に
比
較
に
用
い
た
東
大
寺

点
加
点
資
料
に
お
い
て
は
、
「
及
」
字
に
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
を
加
点
し
た
例
が

認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、

の

緑
党
　
野
間
　
及
　
有
情
　
　
　
（
実
範
点
）

と

　

て

　

　

の

　

　

を

及
　
雨
　
種
種
　
欝
、
　
　
　
　
（
実
範
点
）

の
如
く
、
実
範
点
に
は
「
及
」
字
に
仮
名
を
加
点
し
た
例
が
八
例
ほ
ど
認
め
ら

れ
る
。
寛
仁
四
年
点
を
は
じ
め
と
す
る
東
大
寺
点
加
点
資
料
の
訓
読
に
お
い
て

は
、
こ
の
「
及
」
字
は
、
不
託
と
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、

東
大
寺
点
加
点
資
料
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
訓
読
が
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
実
粒
点
に
お
い
て
は
「
お
よ
び
」
と
訓
じ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
、
実
範
点
に
お
い
て
行
わ
れ
た
特
徴
的
な
訓
読
法
の
改
変
例
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

寛
仁
四
年
点
と
実
範
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
に
は
、
一
郎
に
は
先
仁
四
年
点

と
保
安
元
年
点
・
鎌
倉
初
期
点
と
の
問
に
認
め
ら
れ
る
訓
読
法
の
異
同
例
と
相

通
ず
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
実
範
点
も
保
安
元
年
点
や
鎌

倉
初
期
点
と
同
様
の
方
向
性
を
持
っ
た
訓
読
の
改
変
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
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う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
、
実
粒
点
独
自
の
訓
読

の
特
徴
を
宥
す
る
訓
読
の
改
変
で
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

先
の
東
大
寺
点
加
卓
二
資
料
の
訓
読
法
の
比
較
は
、
輿
言
宗
も
比
較
的
狭
い

と
認
め
ら
れ
る
加
点
環
境
の
内
部
に
位
輿
つ
け
ら
れ
る
資
料
を
選
ん
で
行
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
比
較
に
認
め
ら
れ
た
変
化
は
、
三
資
料
を
直
列
に
並
べ
単
純

に
漸
次
変
化
し
た
も
の
と
考
え
得
る
よ
う
な
直
線
的
方
向
で
の
変
化
の
結
果
で

は
な
く
、
種
々
の
要
因
や
方
向
性
を
考
慮
し
な
く
て
は
掌
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
寛
仁
四
年
点
的
訓
読
が
、
一
つ
に
は
保
安

元
年
点
に
変
化
す
る
経
路
が
存
し
、
ま
た
一
つ
に
は
寛
仁
四
年
古
前
訓
読
が
別

経
路
で
伝
承
改
変
さ
れ
て
鎌
倉
初
期
点
に
至
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
或

い
は
、
保
安
元
年
点
・
鎌
倉
初
期
点
の
訓
読
が
、
寛
仁
四
圧
l
・
i
値
の
訓
読
と
は
別

の
源
泉
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
全
く
は
ポ
‥
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
卑
言
宗
小
野
流
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
実
範
の
訓
点
江
、
保
安
元
年
古
…

や
鎌
倉
初
期
点
な
ど
に
も
通
ず
る
方
向
性
を
示
し
な
が
ら
L
、
ま
た
独
白
の
特

徴
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

今
、
こ
れ
ら
東
大
寺
点
加
点
の
三
資
料
の
訓
読
の
系
統
を
昼
∵
＝
宗
小
野
流
内

に
お
い
て
細
か
に
位
鞋
つ
け
確
定
す
る
用
意
は
な
い
が
、
平
安
後
期
か
ら
院
政

期
、
鎌
倉
初
期
へ
と
移
る
適
時
的
流
れ
の
中
に
わ
い
て
、
誠
に
大
ま
か
に
で
は

あ
る
が
、
翠
言
宗
小
野
流
に
わ
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
の
時
代
的
変
化
に
傾

向
性
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
に
取
り
上
げ
た
資
料
は
、
仏
書
訓
点
資
料
の
中
で
も
限
ら
れ
た
種
類
、

限
ら
れ
た
範
囲
の
資
料
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
も
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
の
訓
読
語
の
変
化
に
つ
い
て
、
伝
承
と
改
変
を
問
題
と
し
て
考
究
さ
れ
る

べ
き
余
地
を
残
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
一
般
に
平
安
時
代
の
後
半
期

は
、
訓
読
法
が
間
定
す
る
と
説
か
れ
る
。
確
か
に
、
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
い
て

は
こ
う
し
た
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
仏
訳
‖
訓

点
資
料
に
つ
い
て
は
本
稿
に
取
り
上
げ
た
如
く
の
例
も
存
す
る
。
ま
た
、
仏
余
日

一

3

一

訓
点
資
料
の
中
で
も
宗
派
問
で
は
事
情
を
異
に
し
た
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
、
本

稿
は
儀
軌
を
取
り
上
げ
た
が
、
資
料
の
別
に
よ
っ
て
も
事
情
が
異
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
解
明
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（注）

（
1
）
　
拙
稿
「
平
安
時
代
に
お
け
る
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
の
訓
読
に

つ
い
て
」
一
「
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
」
、
汲
古
生
‖
院
、

平
成
四
年
三
月
）

（
2
）
　
高
山
寺
蔵
無
…
警
戒
神
婁
（
第
一
二
六
函
第
五
〇
‥
霊
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
写
本
で
あ
る
が
、
「
保
安
四
年
七
日
十
二
日
於
成
身
院
短

心
／
甑
之
恐
失
大
聖
之
深
意
㍍
　
未
草
餅
範
記
」
の
奥
無
‥
を
伝
え
る
。

実
範
が
自
ら
の
訓
説
を
加
点
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
喜

多
院
古
仰
の
加
点
資
料
で
、
随
心
院
蔵
蘇
悉
地
親
排
経
巻
上
院
政
期
点

に
は
「
Ⅲ
天
台
之
流
机
点
之
於
其
相
承
者
以
後
可
定
之
」
　
の
朱
諏
＝
の

奥
k
‥
が
存
す
る
。
い
か
な
る
僧
侶
の
手
に
な
る
も
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
喜
多
院
点
に
関
係
し
た
院
政
期
の
記
事
と
し
て
参
考
に
な
ろ
う
。

盲
」
　
拙
稿
「
天
ム
＝
宗
寺
門
派
に
わ
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
」

一
「
継
承
と
展
開
1
　
古
代
語
の
構
造
と
展
開
㌔
和
泉
書
院
、
平
成

四
年
六
月
）
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